
第２回 加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の開催の報告について 

 

１ 開催日時  令和３年 10月 13日(水) 午後７時 00分～午後９時 00分 

 

２ 開催場所  加古川市役所 新館 10階 大会議室【対面、ウェビナー形式併用にて実施】 

 

３ 議  事 

（１）令和３年度１学期いじめ防止対策の取組状況について 

 ＜事務局説明＞ 

① 未然防止への取組 

  〇 心の絆プロジェクト生徒会・児童会代表者ミーティングの実施 

   ・「心の絆プロジェクト」チラシの配布 

   ・「いじめをなくすには？」「私たちの伝えたいこと」をテーマに代表者によるミーティングを

実施 

  〇 いじめ防止市民フォーラムの開催 

   ・いじめ防止啓発標語及びポスターの表彰 

   ・兵庫県立大学 竹内和雄准教授をコーディネーターとして招き、生徒会代表者 12名によるパ

ネルディスカッションを実施 

○ 協同的探究学習を踏まえた授業改善の推進 

○ 特別の教科「道徳」によるいじめ、命をテーマとした授業実践 

② 早期発見･早期対応への取組 

○ 学校生活に関するアンケート（アセス）の実施 

 ・コロナ禍において小学校３年生における要支援レベル１の割合及び非侵害的関係の値が要支

援の児童の割合の増加 

○ 心の相談アンケート及び教育相談の実施 

 ・児童生徒に対し、アンケート及び個別の教育相談を実施 

○ 研修の充実による教職員の資質と指導力の向上 

 ・学校生活適応推進研修講座を実施し、全教職員を対象とした３年間での悉皆研修が完了 

 ・相談行動促進（自殺予防教育）研修会の実施 

  〇 いじめの認知件数 

   ・小学校 352件、中学校 98件、合計 450件（昨年度比 237件増） 

〇 いじめの様態内訳 

 ・からかい･悪口 275件、暴力 76件、仲間外れ･無視 19件 他 

  〇 いじめ発見のプロセス内訳 

   ・児童生徒から 179件、保護者から 123件、アンケートから 118件 他 

〇 加古川市教育委員会不登校児童生徒対策本部会議の開催 

   ・学校と関係機関との連携の強化 

   ・メンタルサポーターや適応指導教室の拡充を検討 

○ 加古川市不登校対策推進委員会の開催 

 ・フリースクール代表による講演会の実施 

③ 関係機関との連携を強化した取組 

  〇 スクールサポートチームの活動状況 

   ・スクールサポートチーム定例会の実施 

・学校支援カウンセラーによるアウトリーチ件数：25件(昨年度同時期比 12件増) 
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・スクールロイヤー相談件数：11件(昨年度同時期比６件増) 

  〇 ネットパトロール事業の実施状況 

   ・専門機関からの情報提供数：790件(うち学校への対応依頼 17件) 

   ・学校への対応依頼分については、当該生徒への指導、保護者への協力依頼を含め対応済み 

④ 推進体制･検証体制を整える取組 

  〇 自己点検シートによる評価の実施 

  〇 各学校のいじめ防止対策改善プログラムに基づく取組、学校生活に関するアンケート（アセ

ス）の状況、心の相談アンケート及び教育相談等について、各学校へ訪問し聞き取り調査を

実施 

＜各委員の主な助言等＞ 

◆ 校則の意義を生徒自身が積極的に考えることは重要であるが、校則の見直しに対しては、生

徒任せにするのではなく、教師が舵取りをしていただきたい。 

◆ 学校が対応しなければならないこと、関係機関との連携の中で対応しなければならないこと

などをはっきりさせるため、これまでの関係機関との連携状況等のデータを示していただき

たい。 

  ◆ 生徒会・児童会代表者ミーティングやいじめ防止市民フォーラムでのパネルディスカッショ

ンなど、児童生徒が交流の中でいじめ防止に向けた気運を高めていくことはとても貴重な取

組であり、今後も継続していただきたい。また、出てきた意見やアイデアを各学校でも広げ

ていく視点を大切にしていただきたい。 

  ◆ いじめの認知については、認知されないことが一番危険であるため、教育委員会はいじめの

積極認知を学校へ指導いただきたい。 

（２）令和３年度１学期各学校におけるいじめ防止対策の取組状況自己点検について 

 ＜事務局説明＞ 

  令和３年度１学期いじめ防止対策改善プログラム自己点検シート(まとめ)について 

  〇 各評価項目について、課題点及び各学校の対応について報告 

〇 学校において重点的に取り組んでいる内容について報告 

＜各委員の主な助言等＞ 

◆ コロナ禍において、各学校が工夫し、良く取り組んでいる。小学校において取り組んでいる

ように、全校生のつながりや良質な仲間づくりを進め、互いが認め合える教室風土を作り上げ

る一方で、養護教諭も交えながらチームで対応していく方向性について、中学校も参考にして

いただいて、よりレベルの高いところを目指していただきたい。 

（３）学校での対応事例について 

   議事資料が個人や事案を特定できる可能性のある情報を含むため非公開とする。 

 

４ 令和３年度 第３回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の開催について 

  日 時：令和４年２月 14日（月）午後 7時～ 

  内 容：２学期の取組状況に係る評価検証について 


